いつか、君だけが理解してくれる。

とにかく、何か書いておこうと思った。
2004年の12月31日、夜。東京の山手線の電車内で、僕等は出会った。

僕は、何かとても大きな力を敵にしていた。

僕は、扉の横、シートの一番端に座った。

ドアが閉まって、電車が走り出した。

次の駅で、君が入ってきて、僕の正面の席に座った。

君は僕を、大きな眼で見つめていた。

君の視線があまりにも力強かったから、僕は、君は集団の一部なのだ。と思った。

大晦日の晩だったので、首都の環状線にしては、車内はそれほど混雑していなかった。座席はほとんど全て、埋まっていたが、立っている人は居なかった。
君は、まるで人形のようだった。大きな眼をまばたきもしないで、僕の顔へカッと開いたまま、微動だにしなかった。
僕は、まるで映画のセットの中に居るようだった。何だか、とても怖かった。

車内に、不自然な動きをする者が居ないか見まわした。

車内に、不自然な物が無いか、見まわした。

僕がキョロキョロしても、君は全然動かなかった。大きな眼を見開いて、僕を見てた。

その時、僕の脳はすでに、…。
精神障害と言う表現が一般的だろう。しかし僕は、「僕の脳を襲ったモノは、同配置ジャンプだ。」と、表現する方がふさわしいだろうと思う。
宇宙は無限にあるのだろうか？それとも、宇宙はたった一つしかないのだろうか？

可能性は無限にあるのだろうか？それとも、残酷なまでに完璧な、運命と言う奴がたたずむのだろうか？
きっと僕は、いつか君と会わなければならないのだろう。

しかし僕は、何故、君と会う必要が有るのだろう？

いつからだか分らないが、僕はきっと、君に惚れているのだ。

まるで時間が止まったように、生物の匂いがしない不思議な夜に、

僕は線路の枕木の上で、はだしのまま突っ立って、フクロウが鳴きだすのを待っている。

君は誰も居ないホームのベンチに座って、星が動き出すのを待っていた。
